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 近年の光 3D スキャニング技術の発展により、遺物や文化財への 3D 計測の導入が進んで

いる。3D 計測データ形式の 1 つとして 3D 空間内の点の集合である点群がある。例えば縄

文土器などの遺物を点群で表示すれば、目視で形状や模様などの幾何学的情報を保持して

いることは容易に認識できる。また点群は単純なデータ形式であるため、計算機で効率的に

処理できる利点がある。ディープラーニング手法の進展により、自然言語処理を始めとする

様々な AI タスクが高性能化しており、さらに画像と言語など、別領域のデータを同時に AI

として扱うマルチモーダル化も進んでいる。画像キャプション生成タスクは入力画像に対

する自然言語による説明文（キャプション）を出力するマルチモーダルなタスクであり、そ

の性能も向上しつつある。キャプション生成タスクは 3D データに対しても研究されてお

り、例えば Chen らによる Vote2Cap-DETR モデルでは英文による室内 3D 物体認識のた

めの Nr3D データセットに対して性能評価を行っている。 

 今回我々は縄文土器点群データを入力するとその日本語説明文を出力するマルチモーダ

ル AI モデルを試作した。学習用データとして、光 3D スキャニングした新潟県糸魚川市六

反田南遺跡出土の 41 種の縄文土器の点群データ（例、図 1）とその日本語説明文（例、表

1）を作成した。アーキテクチャとして Vote2Cap-DETR モデルを参考にそれを大きく単純

化したものを採用し、Python と PyTorch で実装した試作モデルを開発した（図 2）。 

 

 

図 1 縄文土器点群の例。ポアソンディスクサンプリング法により 1024 点を抽出した。 

 

表 1 日本語説明文の例 
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